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　３月15日（火）、今年度最後の「父ちゃんの楽校」を開催し、
調理実習で作った横手焼きそばを味わいながら、この１年間
の活動を振り返りました。今年度は農園活動による収穫物を
福祉施設に寄贈したほか、高齢者宅等の障子・網戸張り替え
活動を行うなど、新たな活動に挑戦し会員も手ごたえを感じ
た年となりました。
　平成28年度も趣味活動を通して、楽しみながら地域に貢
献できる活動を展開する予定ですので、多くの方々の参加を
お待ちしています。（平成28年度会員を募集します。詳しくは
７ページのお知らせをご覧ください）

横手の「父ちゃん
」は

楽しく地域に貢献
しています



３ 社協だより

　平成28年度は、今後予定される社会福祉法人制度の見直しを念頭に、第２次地域福祉計画・地域
福祉活動計画に基づき、地域公益活動の具体化を図ると共に、事業運営の透明性の向上や財務規律の
強化について検討します。
　また、介護事業については統合する訪問介護事業所の円滑な運営に努めると共に、在宅系各事業所
と介護老人福祉施設が相互に連携を図りながら、安定した経営をめざします。

科　　　　目 予 算 額
社協会費 17,610
寄附金 2,000
補助金 14,328
受託金 161,159
貸付事業収入（償還金） 1,000
事業収入 8,965
介護保険収入 1,570,107
老人福祉事業収入 19,318
障害福祉サービス等事業収入 26,418
売店事業収入 24,320
受取利息配当金収入 148
その他の収入 2,036
施設整備等による収入 25

合　　　計 1,847,434

収
　
　
　
　
入

科　　　　目 予 算 額
人件費 1,322,432
事業費 330,233
事務費 70,214
売店事業支出 20,109
利用者負担軽減額 524
貸付事業（貸付金） 1,000
分担金 111
助成金 14,027
負担金 2,481
法人税・住民税及び事業税支出 30
施設整備等による支出 16,063
その他の活動による支出 66,508
次期繰越金 3,702

合　　　計 1,847,434

支
　
　
　
　
出

　

障
が
い
者
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
輪
気
愛

相
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
の

開
催
、
声
の
広
報
・
点

字
広
報
の
発
行
、
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

な
ど

障がい者とボランティアによる
輪気愛相スポーツ交流会

平成28年度
当初予算

（単位：千円）

▼
訪
問
介
護
事
業［
横
手
］

▼
通
所
介
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文
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雄
］
▼
居
宅
介
護
支

援
事
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横
手
、平
寿
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、雄

物
川
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十
文
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山
内
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大

森
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▼
訪
問
入
浴
介
護
事
業
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横
手
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▼
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
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平
寿
苑
、雄
水
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憩
寿
園
］

通所介護事業所（園児との交流会の様子）

　

社
協
だ
よ
り
の

発
行
、
社
協
会
員

の
募
集
、
社
会
福

祉
大
会
の
開
催
、

共
同
募
金
運
動
の

啓
発
な
ど

そ
の
他

介護や自立した生活を応援します交流活動等を通じて
社会参加を促します

　

現
在
、
三
ヵ
所
で
運
営
し

て
い
る
訪
問
介
護
事
業
所
に

つ
い
て
、
効
率
的
な
運
営
や

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応

え
ら
れ
る
体
制
の
整
備
を
目

的
に
、
本
年
四
月
一
日
よ
り

一
ヵ
所
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
の
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）
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介
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Ｘ
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事
業
所
の
概
要

訪
問
介
護
事
業
所
の
統
合

私たちは笑顔と真心をもって
「安心と安らぎ」をお届けします

本会は、住民の参加と公私協働による「誰もが安心して暮らす
ことのできる地域づくり」を目標として活動に取り組みます。基本理念

２社協だより

横手市社協の取り組み
平成28年度

　

小
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
や
福
祉
座

談
会
等
の
開
催
、

住
民
支
え
あ
い
マ

ッ
プ
の
作
成
と
更

新
、
認
知
症
徘
徊

見
守
り
活
動
、
要

援
護
者
調
査
、
福

祉
協
力
員
に
よ
る

活
動
の
推
進
、
い

き
い
き
サ
ロ
ン
の

支
援
な
ど

住民支えあいマップの作成と更新

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
支
援
と
啓

発
、
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
、
福
祉
団
体
の

支
援
、
学
校
が
行

う
福
祉
教
育
活
動

の
支
援
、
児
童
と

高
齢
者
の
手
紙
等

に
よ
る
交
流
活
動

の
実
施
、
福
祉
標

語
の
募
集
、
福
祉

に
関
す
る
出
前
講

座
な
ど

福祉に関する出前講座（車いす体験授業の様子）

地域が行う支えあいの
活動・仕組みづくりを進めます

地域の福祉を担う人材・団体の
育成と支援を行います

　

無
料
法
律
相
談
所
と
無
料
税
務
相
談
所
の
開

設
、
た
す
け
あ
い
資
金
と
生
活
福
祉
資
金
の
貸

付
、
車
い
す
の
貸
出
、
経
済
的
困
窮
や
就
労
等

に
関
す
る
相
談
対
応
、
ふ
れ
あ
い
安
心
電
話
に

よ
る
見
守
り
と
相
談
対
応
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
、
介
護
者

間
の
交
流
活
動
な
ど

ふれあい安心電話による見守り相談対応
（説明会の様子）

複雑多様化する生活問題に対応します

　

横
手
市
役
所
本
庁
舎
に
あ
る

「
横
手
市
く
ら
し
の
相
談
窓
口

（
☎
32

－

６
１
０
１
）」
が
、
平

成
二
十
八
年
度
よ
り
各
地
域
に
出

張
し
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
と
一

緒
に
く
ら
し
に
関
す
る
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
四
月
中
に
全
戸
配

布
さ
れ
る
本
会
発
行
「
平
成
二
十

八
年
度
相
談
所
の
ご
案
内
」
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

横手市
くらしの相談窓口

出張所



５ 社協だより ありがとう 輝く未来 感謝から

新城小出いきいきサロン（雄物川）
　

ク
レ
ー
プ
紙
を
使
っ
た
椿
の
花

づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

真
剣
な
表
情
で
黙
々
と
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
完
成
後
は
色
鮮

や
か
な
花
を
前
に
し
て
会
話
に
も

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
何
か
を
作
っ
た
り
、

よ
も
や
ま
話
や
健
康
体
操
な
ど
を

し
た
り
と
、
心
身
と
も
に
元
気
に

な
れ
る
場
で
す
。
毎
年
春
に
は
、

三
世
代
交
流
の
お
花
見
会
を
行
っ

て
幅
広
い
年
代
の
方
々
の
交
流
を

楽
し
ん
で
お
り
、
も
う
す
ぐ
や
っ

て
く
る
春
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

　１月13日（水）、雄水苑の職員からご利用者
にお送りした“お年玉付き”年賀状の当選発表
が行われました。
　年賀状は施設で独自に作成したはがきを使
い、職員がメッセージや干支の絵などを添えて
ご利用者にお届けしました。これまでは市販の
はがきを使っていましたが、抽選の楽しみや当
選の喜びを味わっていただこうと今年から新た
に企画したものです。
　景品はタオルやお菓子などを用意し、当選さ
れた方からは「めったに当たることはないから
うれしかった」と喜びの声があったほか、しば
らくの間、景品を居室に飾っておく方もおり、
今回の企画を楽しんでいただきました。
　新春からご利用者の笑顔が見られ、施設に
とっても大きな“お年玉”をいただきました。

お年玉付き年賀状
“お年玉”企画で笑顔がいっぱい

雄水苑

大　雄

い いき き
サロン

わたしの
まちの

　

雄
物
川
小
学
校
六
年
生
の
児
童

が
大
雄
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
訪

れ
、
職
員
へ
の
仕
事
の
質
問
の
ほ

か
、ご
利
用
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

雄
物
川
小
学
校

児
童
の
職
場
訪
問

佐
藤
ミ
ヨ
さ
ん

代
表
世
話
人
…

施設からの“お年玉”に大変ご満悦の様子でした

2.19 金

3.11 金

12.24 木

田中いきいきサロン（平鹿）
　

音
楽
療
法
士
の
方
を
講
師
に
お

招
き
し
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
脳
ト

レ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。
体
操
後

は
す
っ
き
り
と
し
た
表
情
を
見
せ

る
な
ど
、
日
頃
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

　

町
内
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
が
中
心
と
な
っ
て
サ
ロ
ン
を
開

催
し
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
に
み

ん
な
で
大
き
な
声
で
歌
う
こ
と
や

季
節
の
行
事
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
参

加
で
き
る
サ
ロ
ン
と
な
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

佐
藤
幸
助
さ
ん

代
表
世
話
人
…

４社協だよりたすけ合い みんなで開く 未来のとびら

　１月７日（木）と８日（金）、岩手県・大船渡
市社協主催の事業により、同市の高校生13名
と引率の先生、社協職員が訪れ、市内の福祉活
動等について学びました。
　１日目は市内の活動実践者からのお話を聞
き、２日目は２班に分かれ、増田地域に出向き、
地域の方々と交流しながら、実際に様々な取り
組みを体験しました。
　戸波地区のいきいきサロンを訪れた班は、お
互いの地域の情報交換や体操などで交流し、狙
半内地域を訪れた班は、共助組織運営体の指導
により除雪活動を体験し、雪の量に戸惑いなが
らも懸命に作業を行っていました。
　自分たちの地域とは違う取り組みから学び、
ボランティア活動等の実践に活かしてくれるの
ではないでしょうか。

　２月22日（月）、福祉教育活動推進校の旭小
学校４年生が、総合学習の講師として協力して
きた障がい者の方や社協職員を招き、発表会を
開催しました。
　児童たちは、年間を通して障がい者や高齢者
の生活を考える授業を行い、疑似体験で学んだ
り、生活のことや想いなどのお話を聞きながら、
自分たちにできることを考えてきました。
　今回の発表会は、そのまとめの学習として開
催したもので、手話による歌や点字による絵本
やすごろくなどの作品を披露し、講師の方々と
交流しました。
　学んだことを通して、地域や周りに関心を持
つことの大切さを理解し、お互いに認め合える
地域づくりの担い手として、飛躍してくれるこ
とを願っています。

大船渡市高校生が来市
地域のつながりを学びました

増　田

旭小学校総合学習
互いに認め合える地域をめざして

横　手

大　森山　内

交  流  日  記

　

保
呂
羽
地
区
の
高
齢
者
世
帯
を

対
象
と
し
た
昼
食
会
が
行
わ
れ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

福
祉
協
力
員
会

地
区
連
絡
会
主
催
の
昼
食
会

　

山
内
中
学
校
生
徒
の
有
志
に
よ

る
「
ス
ノ
ー
暖
歩
隊
」
が
、
地
域

の
方
と
一
緒
に
高
齢
者
世
帯
の
除

雪
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

雪の多さに驚きながらも除雪活動に挑戦しました

点字による「すごろく」などアイデアあふれる作品もありました

3.16 水2.13 土



　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

す
る
個
人
・
団
体
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
必
要
書
類
／
登
録
申
込
書
（
団
体
の
場
合

は
、会
員
名
簿
や
活
動
計
画
書
等
を
添
付
）

※
登
録
申
込
書
は
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

本
部
地
域
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
活
動
支
援
／
活
動
に
関
す
る
相
談
対
応
、

各
種
事
業
・
研
修
会
等
の
ご
案
内
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
料
の
補
助
（
要
件
を
満
た

す
場
合
）、
社
協
内
各
種
会
場
の
貸
出
な

ど
◆
登
録
・
お
問
い
合
わ
せ
／
最
寄
り
の
各
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
本
部
地
域
福
祉
課

☎
36

－

５
３
７
７
ま
で

　

シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、
生
き
が
い
づ
く

り
や
仲
間
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

を
目
的
と
し
た
「
父
ち
ゃ
ん
の
楽
校
」
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間
／
随
時

※
四
月
二
十
八
日（
木
）を
第
一
次
締
切
と

し
ま
す
。

◆
対
象
者
／
市
内
に
在
住
す
る
方
（
現
役
世

代
や
女
性
の
方
も
歓
迎
）

◆
年
会
費
／
一
，〇
〇
〇
円（
運
営
費
）

◆
活
動
内
容
／
趣
味
講
座
、
地
域
や
施
設
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

《
平
成
二
十
七
年
度
活
動
内
容
》

　

公
共
施
設
等
の
網
戸
・
障
子
の
修
繕
、
児

童
養
護
施
設
等
へ
の
作
品
寄
贈
、農
園
活
動
、

調
理
実
習
な
ど

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／
最
寄
り
の
各

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
本
部
地
域
福
祉
課

☎
36

－

５
３
７
７
ま
で

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
雄
風
荘
（
雄
物

川
）
で
は
、
行
事
等
で
使
用
す
る
杵
と
臼
を

譲
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

お
譲
り
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
／
雄
風
荘☎

22

－

３
４
０
０

　

寄
付
つ
き
商
品
・
企
画
に
よ
る
企
業
等
の

社
会
貢
献
活
動
「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
、
市
内
の
企
業
が
新
た
に
参
加
し
ま

し
た
。
終
了
し
た
企
業
も
含
め
、
こ
れ
ま
で

に
二
十
一
社
の
企
業
等
に
ご
参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

◆
参
加
企
業
／
秋
田
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
会
社 

横
手
営
業
所 

様

◆
商
品
・
企
画

の
内
容
／
Ｄ

ｏ
ｃ
ｕ
Ｗ
ｏ

ｒ
ｋ
ｓ
８
を

一
ラ
イ
セ
ン

ス
販
売
す
る

毎
に
一
〇
〇

円
を
赤
い
羽

根
共
同
募
金

に
寄
付

７ 社協だより

平
成
二
十
八
年
度

ボ
ラ
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ありがとうございました
平成27年12月16日～平成28年２月29日受付分

※善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、
ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹
介しております。

善意
● とっぴんぱらりのプー 様
● 扇好会 様
● 朝友会 様
● 里見・福地・大沢保育所 様
● 雄川ハーモニカサークル 様
● ブルーサルビア 様
● 雄物川相撲甚句声友会 様
●「アスパル」カラオケを楽しむ会 様
● 雄物川町 明道塾 様

【大森福祉センター受付】
● 遠　藤　亮　次 様（峠　町）
● 鈴　木　典　男 様（上　村）

【十文字福祉センター受付】
● 三重保育所 様
● 横城小町 様
● 新古内高齢者クラブ 様

【山内福祉センター受付】
● 鶴　田　　　正 様（横手・八王寺）
● 椿寿会 様
● 演歌クラブ 様

【大雄福祉センター受付】
● 戸　田　良　一 様（耳　取）
● 橋　本　相　市 様（上　丁）
● 仙北谷　ケイ子 様（新　町）

● 大森町民謡同好会 様
● たいゆう保育園 様
● ブルーサルビア 様
● 花の会 様

【平寿苑受付】
● 柴　田　ヒ　デ 様（田ノ植）
● 真　田　　　真 様（蛭　野）
● アンダンテの会 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● 横手ユネスコ協会 様

【雄水苑受付】
● 辻　田　與五郎 様（下川原）
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● アンダンテの会 様
● 沼館婦人会 様
● 大森地域老人クラブ連合会女性部 様

【憩寿園受付】
● 熊　谷　秋　夫 様（梨　木）
● 小　川　光　江 様（新　関）
● 堀　田　愛　子 様（本　町）
● 三重保育所 様
● 傾聴ボランティアささやき 様
● フリーフォーラムクラブ 様
● 植田小学校６年生 様
● 西上町いきいきサロン 様

【横手福祉センター受付】
● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）
● 小田嶋　富之助 様（朝倉町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 若　山　建　一 様（婦　気）
● 澁　谷　四　郎 様（境　町）
● 大森町民謡同好会 様
●（宗）真如苑 様
● よねや双葉店 様
●（福）横手福祉会 様
● ＪＡ秋田ふるさと直売の会
　　　　　「ふるさと安心畑」様
● 旭小学校 児童会 様
●（株）ＮＴＴ東日本―東北 様

【増田福祉センター受付】
● 石　田　　　正 様（上　町）
● 藤　原　裕　子 様（縫　殿）

【平鹿福祉センター受付】
● 浅舞中学校第８期生「喜寿の祝」
　　　　　　　　 実行委員会一同 様

【雄物川福祉センター受付】
● 播　磨　良　子 様（上桑木）
● 小　野　タ　カ 様（荒町下）
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３月22日（火）調印式を行いました

６社協だより

ご
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次号（６月１日発行予定）
テーマは…「友」

　気心の知れた友、切っても
切れない友など、様々な《友》
の形があるのではないでしょ
うか？次回のテーマは「友」
です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成28年５月20日（金）

たくさんの応募作品の中から数点をご紹介いたします。（順不同）

福
祉
を
詠
め
ば
福
来
た
る

巣立ち
テーマ

Q 特別養護老人ホームってど
んなところ？
A 常に介護が必要で、ご自宅
での介護を受けることが難し

い65歳以上の方（原則要介護度３以上）が入所
できる施設です。介護だけではなく行事や外出、
地域との交流などで、その方らしい生活のお手伝
いをしています。

Q ショートステイとは？
A 正式には「短期入所生活介護事業」と言い、
介護されているご家族の病気や冠婚葬祭等の事情

により、一時的に介護する
ことが難しくなった場合に、施
設にお迎えし介護や生活のお手
伝いをしています。

Q 特別養護老人ホームと養護老人ホームの違い
は？
A 養護老人ホームも65歳以上の方がご利用でき
ますが、原則、その方の健康状態や生活環境等の
状況に重点を置き、自治体の判断・審査により入
所できる施設で、介護保険施設ではないというこ
とが大きな違いです。

特別養護老人ホームって
　　　 どんなところ？
  ショートステイって
　　　　 なに？
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本会でも特別養護老人ホームを
３施設運営しています。
　 見学もできますので、
　ぜひご連絡ください。

特別養護老人ホーム平寿苑（平　鹿） ☎ 38－7011

特別養護老人ホーム雄水苑（雄物川） ☎ 22－4561

特別養護老人ホーム憩寿園（十文字） ☎ 42－2510

次回は…「在宅介護をサポートしてくれるサービスはないの？」
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８社協だより

ふ し 人く な たち
善意の一部を写真でご紹介

　商工業に携わる女性の立場から、地域の活性
化に尽力されている「よこて市商工会女性部」。
奉仕活動等にも積極的に取り組まれ、高齢者施
設での演芸慰問や清掃奉仕、イベント等でのボ
ランティアとして活動してきております。
　今年３月３日には80歳以上のお一人暮らし高
齢者を対象とした「ひな祭り弁当」無料配布事
業を行いました。これまでは平鹿地域のみで
行ってきましたが、大和証券福祉財団からのボ
ランティア助成金を活用し、今年は７地域約
200世帯に広げて実施。色鮮やかなちらし寿司
やおかずに特産の山内人参などを使った“愛情”
たっぷり弁当を作り、高齢者の方々とふれあい
ながら部員さんが配布しました。
　大庭喜美子部長は「この度の広域弁当配布事
業では、地域の現状を目にし、改めて声掛けに
よるコミュニケーションの重要性を痛感しまし
た。今後も連携を図り社会貢献できるよう努め
て参ります」とお話くださいました。
　今後も“おもてなしの心”で、地域の活性化
にむけて活躍されることを期待しています。
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「ふくしな人たち」は地域で福祉活動や社会貢献を行っている方や団体、企業など、
また自立更生や生きがいづくり等に努められている方々を紹介します。

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

横手市社協だより ● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072 横手市卸町5番10号　TEL.36－5377　FAX.36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377 （市外局番 0182）

個々の活動を通して善意の気持ちを届ける
“ふくしな人たち”もたくさんいらっしゃい
ます。地

域
の
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た

よこて市商工会女性部


